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は じ め に

本報告香は,｢港北第二地区橋梁計画設計くその l>くその2>忙ついてとbまとめたものであ

る｡

港北ニュータウンは,理想的なまちづ くDの基本方針 として

｢緑の環境を最大限に保有するまちづ く9｣

｢"ふるさとNを しのばせるせちづ くb｣ L

■

｢安全なまちづく9｣

｢高L̂水準のサー ビスが得 られるまちづ くb｣

の4つのE]標を設定 している｡

本設計で対象にしている第二地区は,港北ニュータウy全体の南側,過半を占める地区であD.

こ こに約80橋 の橋梁が吉†画されてV,iる.第一地区を含む全体約 130席 の基本書十面については,

すでに｢港北地区歩道橋等基本計画 553｣に19報告されてVlる0

本設計は,上記基本計画をうけ,各橋梁についての吾†画設計を行ない,詳細設計の設計条件を整

えたものである｡

設計書1面にあたって払 単機 日生,経 済性,施工性の戟点だけでなく.橋を見た9利用する人々の

心理的効果,周辺景観との調和などを含めた総合的な計画を行なうものである｡占有物の添架.埋

設等の敏設計面について もあわせて策定 してhる｡

- 湖 面設計の- 作靴 あたっては･匡 夏 至垂

本計画設計は,下記の2社で分割担当 したものであ9.各 々の適当橋梁は下記のとお9である｡
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1. 計画 の フ レー ム

1-1 日 的

本計画設計業務のE]的仕,港北地区に計画されている歩

専権,録道徳 ,道箱橋等多種 ･多数の立体交差部の各棟に

ついて,そのデザインと,技術的側面の計画,および関連

する占有物につV,て添架 ･敷設計画を策定 し後続する詳細

設計の設計条件を整理するものである｡

先に策定された ｢港北地区歩道橋等基本計画｣ 553(也

後,｢基本計画｣と記す )の概要は,次節に記す｡

本計画設言十の成果晶は,以下のとかDであるo

l 計画設計図 A-1版 平面図,側面図,断面図

1/200

2景観図 (バース ) A-2版 彩色 20ヶ所

3完成予想模型 1/100 -部 1/150 7ヶ所

4栴造言†算番 (概算 )

5数Ei一計昇平

6 概算=事受計算番

7 報告智

をか,1.2 3 については報告怨ql,4童 ･設計編に収

頼,4 56 は,別冊にと9まとめているC



1-2 設 計 対 象

本計画設害十の対臭は,港北第二地区に 計画 されてVlる

82ヶ所 の橋梁のうち,クウ/也/クー内のもの,および

既設計のものを除 く66ヶ所 である｡交差形態ととの内訳

紘,下表のとおDである｡

A-Dは交差形態を.続 く番号は穂番を表す｡ この表記

方法は ｢基本書十画｣を引き継L̂だものである.

交 差 形 態 の 分 類

A形感 道路 道路十線iB 1-.6 6ヶ所
道路 道路

B形虐 道路 道路舟遊 歩専道 1-.15く12を除く) 14ヶ所

C形態 歩耳道 歩寄道 1 4 5 67 8 9 1011 12 14 1516 17 18 1920 2125 313234 35 3639 40 41 42LI3 44 454647 LI8 49 5051 52 53 39ヶ所

道路 道路+縁辺

なお,D1 6,7の交差形態は,緑道/道箱であb吾†画

概念としては緑道橋であるが,実際の用地は,歩行者専用

道路用地である｡



1.---

2. 計画の方針

2-1 作 業 方 針

橋のテザイyは,利用形態に適合する規模,形態である

ことをベースに,その棟の位置に伴 う条件づけや,伺辺の

環境との調和の検討 ,個 々の橋に識別性をもたせる意図な

どを含め,多 くの場合,個別に検討され,固有の形態,壁

間が自首される｡

しか し.ニュータウンにおける棟梁設計は一般に周辺の

整備に先行するため,個々の穂の具体的なイメ1-}形成を

条件づける周辺環境が設計計画段階で実在 しない場合が多

レヽ｡

したがって,個々の榛 のデザインを個別に設計7プロ-

チすることが良い方法であるとはV,えない｡

ニュークウ/全体のイメ- ノの中で,個 々の橋梁のデザ

インの混乱や氾濫におちL̂らをいためにも,またデザイ/

を適切に統括するためにも,デザイン上の検討内容とその

過程の明確化が望まれたD

こゝでは,作業の組立てを計るために,作美仮説 として

つぎの検討を行 うことゝした｡

(D 棟梁タイプの設定 (夫 ･行 .草 概念の援用 )

個別デザイソをめざす穂

デゲイ/の標準化を図る揺

すなわち,わが国の伝統的な芸術の空間構成上に広 く応

用されている ｢真 ･行 ･草｣を,あらか じめ与えられてい

る基本形に対 してどのようをすがたを与えるかとい う橋の

デザイ/への援用である｡

束とは正式-フォーマJL,のことであD,葦とは略式-イ

/フォーマルのことである｡行は兵と草の中間をとる｡

(参 検討t/ベルの設定

検討 レぺ′レ1I 7-/く/デずイyからの検討｡

" 2- 立体交差部の トータルデザインの検討｡

〝 3一徳梁各部のデゲインコ-ディネーシ'ンの検字も

基 本 計 画 の 作 業

港 北 地 区 歩 道 橋 等基 本 書十画

昭和 55年 3月

<棟 梁 計 画 基 本理 念> 港北-i-タウノの橋梁は次の 3点を満たさなければならをho

(》 安全かつ機能的な揺づ くb○

② 人 々とのふれあいを大切にする橋づ く9○

<橋梁 計 画 基 本 方 針> 港北ニュータウ ン全体 として次の点に留意 し75:ければならない○

① 掻道に関連する棟梁は,禄道の横能を十分認識 し,上bエVl空間を演出する1う,

特に綿密を検討を加える.

(参 幹凄道箱の上にかかる棟梁は,籍線毎に トーク ,̂プランニ ングを行 う○

(9 限定された要所に象領的な棟梁をデザインすることにエD,そこのポテ/ シャルを

高め,ニ1-タウンの構造を明確に意識させるO

<橋 梁 計 画 留 意 事 項> 橋梁の計画にあたつては,次の点に留意 しなければならない○

① 番前に周Ef]の状況や予想される人々の活動を将査 し,そこに望ましい橋梁のイメ-

-)をつかむo

t金 計画設計対象には橋梁周辺部 も含める○

(さ 土質条件は構造形式を限定することがあD,これをしっかDと把握する○

伝) 構造物が他の用地にくい込むことのないように.
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■橋梁タイプ

(

夫の徳 (フォーマJt,)

行の橋 (イ/メ- ミィディエ- ト)

葦の揺 (イ/フォーマJL,)

棟梁タイプは,橋の基本的イメー ノであり,橋の内外の

空間の性状のことであ9.構造形式とは別の概念としてと

らえてV,るO

本計画の作業を進めるにあたって,橋梁 タイプは,我国

の伝統的空間概念である､､美 ･行 ･葦 〝を採用 し,3タイ

プに区分する｡各々を. フォーマル (FO),イyクー ミィ

ディェー ト(INT),インフ*-マJL,(IN )としてい

る｡

7*-マJt,の棟とは,例えば独立性 ,固有性の高い目立

つ棟,格調の高Lh梼 らしV}稀のことであ9,イ/7*-マ

,̂の橋 とは,7I-マ ,̂な穂とは対称的を,周辺の景観と

一体化 した自由でやわらかを,目立たない橋をV,う｡

また,インター ミィディェー トの橋は.上記のどちらに

も属さず,実用性を基本とする標準的を橋をい う｡

7*-マルクイブ,イ/7*-マルクイブは,各々中間

のタイプ(INT)上97*-マル75(カタイ )方向,イ

ン7*-マJL,な (柔らかい )方向-のデザインの距離をも

っものであ9, 場所VC相応 した特殊解 一 個別デザインーが望

まれる｡これ らの個別デサイ/榛は各々のタイプの7t/-

ムの中で主体的にデザイ/され,特教をもつことに よD,

ニュー タウンの中にn)制のきいたバラエティーを確保する｡



2-2 橋 梁 タ イ プ の設 定

- ア ーバ ンデ ザ イ ンか らの 検 討

7-,I/デザインレべ ,̂での穂 の デザイン検討 は,

第 1にまちの トーク ,̂デザイyの一手と して,橋のデザイ

/の検討をお こなうことである｡第 2に,まちの各部の特

性の表現を穂のテザイ/に与えることである｡ これ らに 上

って都市構造の視覚化の一助とすることを図ろうとするも

のである｡

都市構造の視覚化は.1系的 明確化 (ルー ト牲 ).a

位置的明確化 (サイ/性 ),3 /- /的明確化等が考え

られる｡

7-バンデザインか らの検討は,特に次の側面からなさ

れる｡

① セ/クー計画

② 歩行者専用道糸網計画

③ 緑道 (公園 )計画

④ 道籍計画

ただ し,タウンセノクー内部の橋梁については,建築物,

歩行者専用道緒等を含んだ トータルデザイ/計画が別途検

討されるべきであることから,今回の計画設計の対象から

除外されている｡･

また②の歩行者専用道韓網計画から席への条件づけは,

上記七.ソクー部を除 き,幹線支線の那 りあるいは億的巨的区

分等は必要ないものと判断され,む しろ ,̂- ト性な ど,各

歩専ルー トの トータルデザイ/からの条件づけ忙限定され

る｡それらは舗装等のエt/メ/ ト計画のL/ベJt,で対応すべ

きものと考えられ,橋の形態に関連する区分は不要である｡



2-2-1 セ ン タ ー計 画 か らの 検 討

名センターノー/(タウンセ/クー,駅前セ/クー,近

隣 センター )の入口となる橋は,土地利用の変化点 として

明確 を分節 を形成するoす なわ ち,それらの橋は,セ

ソクー ゾーンへのゲー トとしての表現をもたせるo
i:･

特に幹線歩専道に関する橋は,特殊な形態を検討するも

のとし,その他の歩専道に関する橋については,エt,メ/

卜の形状の検討によD分節の明確化を図る (右頁参照 )O

歩行者専用道路の区分

幹 線 支線他

クウ/-i/メ-入口の橋 C-18 B-8

C-34 C-35

C-39 C-40

駅前セyクr入口の橋 C-ll A-2

C-45 A- 6

C-49 8-3

C-16

C-46

近隣センター入口の棒 C-

C-

C-4

C-5

類 トラス ･フィレノデール等特殊 な形式戎Vlは鋲朽･P

c桁等の下箱形式で主構に特殊夜かたちと仕上げを施 し

たものとする｡前後の空間と著 しく異なる橋上空間を造

ることを意味する｡





2-2-2 緑 道 お よび 公 園 言十画 か らの検 討

緑道および公園言十画からの棟梁デザイン-の条件づけは.

景域計画等から次の諸タイプに区分される｡

r港北地区総合良化計画.569｣参照

① 中景観の棟

② 近景域の橋

③ 歴史文化費域の穣

住) 縁遠幕僚点の棟

① 中景城 とは,ある一定の空間的広がDが眺め られる景

観域であって,こゝでは栗城を形成する各エレメ/トの

調和が重要なデザインポイyトとなる｡ したがって,こ

れに該当する棟梁は周辺のオーブノスペースデザイ/の

一環として,調和ある形態が要請され,基本的には周辺

と一体になった ｢橋らしくない播｣｢イノ7*-マルな

形態｣が求められる｡

D12,D13,D-4,B-12(既設計 )

② 近景域とは,魚道からの視界が比較的せまい範瞳に限

定される紫域であD,港北地区の縁遠の大半は近景域で

ある｡近景域における橋梁は緑道側か らその全景を見る

ことはなく,通常路面側のみが見えることになる｡ した

がってなるべ く緑道とのスムーズをつながbを持つこと

が求められる｡

'Bl l.B-4.a-ll,B113,D-5,D-6

③ 歴史文化費域 とは,港北地区における既往の景観であ

った農村集落の景観域であって,頗極的忙保全再生 して

ゆくことに してV,るゾーンである｡

歴史文化景域の棟は,その主旨からいって周辺との調

和が第-に求め られ る｡橋梁 は従来の集落の空間ス

ケールからみて巨大を=作物であるため,基本的に目立

たない形態,色彩が要請される｡またエレメント計画に

は,伝統的な材料,形態を生かすものとする｡

B-4,D-5,B15.C-14,D13



4 線 逼 お よ び 公 園 計 画 か らの検 討

④ 緑道結節点の橋は,緑道が主 として外的を要因によって結節点を

形成する場合の橋梁で ｢橋 らしさ｣｢フォーマルを形態｣が求めら

れる｡

イ)縁遠系が保全良地を含む広巾負のものからせせV,ものへ変化す

るケース｡

D-1.D-7

ロ)緑道が,衝籍に沿 う場合で,前後の緑道と空間構成が著 しく異

なるケース｡

A-1,A-4

-)地形条件等から形成される結節点

B- 2(坂の項部の7ノダーバス

であbよく目立つ )

- 三 __

港北地区の緑道系は地区外へオ-7'ンな形態をとってV,るので端

部壮ゲー トを形成せず,むしろ外とのスムースを一体化を求めてV,

る｡ したがって,B14.a-11等は結節点を形成 しない｡

(9 中草城の橋

10



2-2-3
道路計画からの検討

幹線道路上の橋は車から見る視野がせせくまた時間的ゆ

とDもないので個々の橋を目立たせる必要性は少ない｡
し

たがってイ/クーミィディェ-トクイブとし,
標準化を図

る｡

特に注意すべき道籍計画側からの視点は,
道糸上(卓)

からの̂,-トまたは場所の識別-の手がかDとしての
橋の

役割である｡

道路景観における穂のサインとしての役割は,
他のラy

ドマーク(3-2-3の高圧鉄塔,
焼却場崖突)
,サイ
ノ

となるもの(沿道の特徴をもつ建築)との相関関係に上っ

て相対的をものであるが,
橋固有のものとしてル-ト性の

表示がある｡

ルートととの統一は,
橋の基本的形態としての構造形式

(構造系
,
支間割D
,
材料)か1ぴカラ-リ/クによるこ

ととした｡カラ-
リンクは,
道路から見える橋の範田が衝

韓樹等によってかをD限定される情況で有効な手段と考え

られた
｡

JL,-ト色は,
別記のとおDであるOこれらは.サイン
穂

および7*-マ̂,橋での個別検討にエ9選定された
色の同

系色(類似色)に上るルート続-を意図したものである｡

なお
,
各棟の色は,
その棟のカラ-
[)/クの個所(要素)

･色面の大きさ,
ブE7ポーショ/など個別に検討すべき要

素を含むため
,ルート
ととの基本的な色相の規定に止めて

レゝる｡

またサインとしては,
駅前穂として駅に環も近い揺(JL,

-トビと)と棟が集中している場所での位
髭の明確化のた

めに
,
その中の-穂を選び(周囲の土地利用上,
車利用者

に関連の耗Vlものを選ぶ)サイン橋としての托別性を与え

ることにしている｡

サイy棟としての表現は,
上記のとおD.カラー
リノタ

に上るものとしている｡

なお,
本計画では
.
歩行者レベJt,の空間構成上,
例えば

ゲートを構成するなど,
特殊を要請に対応する技法として,

トラスなどの特殊形態をとらえてお9,
サイ/橋だから特

殊形態を採用するという考え方はとらない.

ll



L 道緒計画か らの検討 I 3-2-3違緒のインター ミイチイエ- トタイ7■のデザイン

幹線道路系の稀 イ/クー ミイデイエ- ト 標準化を日ざす .橋の勾配が きつくなるためK:下路橋を採用 している○
･桁の形 ーtOpの形に特徴を与え,3-2-3道錦の橋にまとまb(統一感 )

をもたせる○

[聖 ∃ 曇 喜蔓 … 三三.7ル 畑 除 く ●桁の上の トップレ-ル州 を塗る〇 一 C-15模型写実

*縦断勾配がきつい場合は下緒式とする. ■ - -

そ の 他 】 i.幹線道路系に準ずる○

A ルー トごとの基本的形態

対 象 橋 (対象ルー ト) 構 造 形 式 カラー リ/グ(ルー ト色 )

3-2-3 I PC2径間連続 ■ ブル一系

者を譲ること○ 匪 警 聖 -萱 華 ≡]3-3-32 r 絹穣 一単径間 ■ 良 系

(橋長 :約 327n) ■ 縦断勾配がキツイ場合は下路橋と *D-1(FO )の検討に上る選定色

( 中央分離帯に中間橋脚を設け られる橋と設け するo ■ サイン桶のカラー リング (サイン色 )

られない ものがあるので統一を図るため全橋 ･駅前サイン橋のサイン色は, ｢駅｣ ｢電車｣等への連想を期待 してシルバ-l .ク

単径間とするo (メタ)y )とした〇･その他のサイン棟ではル- ト色 との関件を① ツ-トー/カラー②ル- ト色よD明度,彩度の高い,又払 ③色面僕を増やすをどの方法をとる○

3-4-29 ■ PC橋 一半径間 T 黒 系 書C-49の検討に1る選定色

■ 縦断勾配がキツイ場合は下路橋とする. Jq C-11赤い柄と,/ルバ_牡高d そ C-2lL伽 ト,プレ-化同じフ;-(頼)t〟lるN' C-3L赤いトラスとシル.i-のM 完 C- 8rkL//ク色 隻脚 の血液才 C-39 シルバーの怖 サ
3-4-36 ■ イエローオーカ一系

(橋長 :約 257n) キ トツ7●V-ルの素材色 として無理のない色 イ畑 C-49 シル- (上砂即 と淋(そ叫め如即 席

＼冗- 6 ■ PC棟 単径間

(横長 二約 20m ) J 縦断勾配がキツイ場合は下路橋 と ･C-45模型写真 (3-2-3のサイン穂 )

3-3-22 1 立地の個別性が高いので個別解 と ■ 赤 (赤茶 )秦

(橋長 .'約 35m) ＼ するo itC-25,C-31の検討による選定色

3-4-31(橋長 :約 35m ) ■ 同上 -*A-4(FO )の検討に上る選定色

3-4- 19(穣長 :約 25m ) ■ 同上 一i.･::qlT1諾 ≡ ± 二 本 丁 -甲i--,4～ ､ t



2-3 橋 本 体 お よ び 周 辺 部 の お さめ 万

一 立 体 交 差 部 の トータルデザインの 検 討 一

本帝では,立体交差部の諸施設一橋梁 一階段 ･斜箱専一

の設置原則,定規および官民境界部のかさめ方等につVlて

記 してV,･る｡

橋梁タイプのうち.フ*-マ ,̂.イソフォ-マル忙つい

ては,個別性が高い個々の場所にあわせ,かつ固有なデザ

インを行なうと判断される｡本節では.インク- ミィディ

ェ- トタイプのかさめ方を主体 とし,その他各タイプ共通

の事項について原則を定めている｡

また,設計対象の各立体交差部では,設計の前提である

用地が,諸施設の基本的なL,イ7ウトのもとに既に確定さ

れている｡従って本筋の検討内容仕,用地の有効利用を自

ざナレイ7ウトの再検討が中心となD,その結果,必要な

場合には用地の変更 ･確定をおこなっている｡

2-3-1 橋 の 領 域

L橋の債域は,立体交差部として所定の機能を満たす施設

の範EElであ9,立体交差部として一体的な形態の連続性

を保つべ き範Ei]である｡

■ 計画設計にあたっては,この範圏を一体に取 9あつかう

と同時に,取9付け逆鞘あるいは周辺空間にこれをどう

納めるかの検討を行な う｡

左か,橋領域は橋梁技術 7-ロパーの領域 (橋本体およ

びそれに続 く構造物の範囲 )と.造園技術的な領域 (局

辺部の緑地を含む範囲 )とを含んでいる｡今回の計画設

計では,比戟約-- ドな構造物計画が主体であり,周辺

部の造園計画は今後の個別の設計 (詳細設計 )できめ細

かにデザインすることが重要である｡

13

t 橋 領 域
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L 立体交差施設用地が限定される場合は,用

地は全て橋領域として一体に計画をする｡

･その際,橋領域の入口となる,取付道路と

の接続部については,取付道路部分の処理

を含め検討する｡

J 橋軸方向の用地が限定されてL̂夜Vl場合,

(例えば幹線歩専道の橋 )

･縦断吾十画によb橋を取付けるのに必要な

｢7ブローチ部｣は橋領域である｡

･陣没,斜韓が取付 くのに必要な範朗は橋領

域である｡

■ 緑道系の場合で特にイ/フォーマルタイプ

の場合は,凍上の空間とアプローチ部の空

間の連続性,一体性が求められる｡従 って

橋固有の空間性 (領域性 )は明確化されを

レヽo

橋を気づかせをいために,橋上の壁的空

間要素をどこまで橋の前後に伸すかの決定

が重要であ9,どこまで仲すかの指示 (又

は希望 )を明示することとする｡



2-3-2 線 形 計 画

+バス停を併設 している立体交差部 には.階段と斜路を併

設する｡

階段はバスベイに向けて遠まわDのない上う配思 し,

榛の両側からの利用 を考えて階没の降b口は榛に近い位

置とし,さらに斜超 と階良性途中で連絡出来る上うにす

る｡

■棟梁区間の有効巾員は30Mを最低条件 として,定め ら

れてお9,前後のベデ等の継 ぎ方を検討の上 ,決定 した｡

確定 した有効巾具を3-I13に示す｡

J 縦 断 線 形

o線形計画で橋 (橋梁区間 )を取付ける区間は ｢アプロ

ーチ部｣であ9.橋領域としてデザイ/する｡

○縦断線形は可能を限bゆるく,スムースに設ける.

o橋梁区間の勾配は 8帝以下,03車以上 とする.

縦断勾配が8多をこえるものは橋梁を下路橋型式 とし

て8頚以下におさえる｡

07ブローチ部の勾配は橋梁区間と同勾配 とする｡やむ

得 ない場合には,殺急12車以下とし橋梁区間とのスム

-スな連続 を図るQ

o橋梁区間いっぱいにバーチカルカーフ'を入れるo

o取付部の,I-チカルカ17-長の収低値は 5Mを目途に

するc

o橋梁区間の縦断線形はなるべく-//メトリ-Kする｡

■線 形 計 画

I平 面 言† 画

穂領域の入口形成 蒜 霊 芝芸を附 を-1鮎 I_Lシ′1-

'.'ー: r
I i 縦断線形 (勾配)

i 平面線形 .巾員

領域設定 l

!iこIllii.ヽ 藍蓋…圭冨書芸;鵬 区入口 -'当…としてゆとりをとbたい 階段定規
¶ ト.

日 ■ /

～ 鞍 断 線 形 ･設 計 原 則

(- 既決定高さ )

□ 計画設計では,勾配が8%をこえる場合は.下招形式とし

7ブローチ部を含め 8%以下におさえる｡

r-･i " --T

LL ,､｡中13至 ｣ コ
､ ∴ ∴ _一→ 丁 ･.･､

ロ 基本計画では,上緒形式とし,アプローチ部の勾配をきつ

くする形が想毒されていた｡
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▼
2-3-3 橋 台 ま わ りの お さめ 方

庸台の配置 と,周辺部 のか さめ方は.景観的 (橋の

イメーク,道路景観 イメ1 .)等 ),=費的 (結果的 に

橋長を決定づけるため).および隣接する民地 との関係 (官

民境界を明確にすること )などから決定する｡

J インク- ミィディエー トタイプ

○石原擁壁に接する場合は,橋台前面に石原を連続させる.

橋台は,石原天端後端に接するよう配置する (図-1)

oRC擁壁に凄する橋台は,前面を擁壁 と連続面にする

(図-2)

I フ*-マルクイブ

07*-マルクイブの棟は,個別検討が原則である｡

フ*-マルクイブの場合,橋台を歩道端に配 し,下部=

の見えがかD(側面席 )を大 きくすることは,タイプ表

現の-つの方法である(図-3)

lL イ/フォーマルタイプ

○イyフォーマルクイブの橋では,個別検討を行なう｡

棟を目だたなくするためには.下部工の見えがかDの大

きさおよびスケー ,̂を小さくすることが重要である｡

■ そ の 他

oセンター ゾーンの商業用地に計画されている法は,立地

す.b商業施設の前面道超への接遇利用を想定 しているも

のであれ 過渡的を形態である.建築物は道路に接 して

建てられることが予想されるため,橋台は歩道端に設置

するものとする(図-4).



2-3-4 バ ス ベ イ まわ りの お さめ 方

港北地区のパス交通網は,セ/クー地区 ･地下鉄駅と各

住区を結ぶ地区内交通手段として計画されている｡従 って

バスベイまわ少の空間は.バス利用に朗わる居住性 -利便

性の高い場所であること,および各住区入口-住区の玄関

として親 しみやすい空間であることが求め られる｡

バスベイは,幹線道蹄系の歩尊徳,緑道橋,および歩専

道と撮道のア/ダー,{ス(道路橋 )部に計画されているが

ここでは,用地条件 (確定済 )と立体処理の関係か ら最 も

窮屈を幹線道縫糸 ･歩専道徳に併設されたノてスベイまわD

のかさめ方について記す｡

なお ,バスス トップの yェJt,クー,公衆電話,照明灯の

設思位置については試案である｡設監スペースを確保 して

か くことは,後 日の計画自由度をJC)すためにも有効である｡

アルコーブは,なるべ くJl'スス トップK近j要させて配置

する｡

r 動 線 計 画

原則として階段と斜路を併設する｡

階段と斜路は,途中,桶9場などで連絡するものとし,

シ71 トカットを確保する.また階段は鏑9場で方向を

変え一直瀞とは しないこと すゝる｡

t 立 体 処 理

斜路および階段脇などの立体処理は,土工を原則とする.

r 7JL,コ-ブの設置

バスベイ歩道に接 して,立体交差鵡設用地内に 17 ,̂コ

ープ '(引っとんだ曲われた地 )を設け,仕上げを歩道

と一体化 (同材 )し,ゆとDのスペース 一 人口広場-

とする｡7ルコー7比 なるべくパスストップに過安させて配
置する,

L バスベイiわDのかさめ方にrj:,下記の2タイ7-があ

る｡

BB-Aタイプ バスストップが橋に近い場合

BB-Bタイプ ,(スス トップが橋か ら通L̂場合

BB一特殊 タイプ,らB-A,Bを同形にできない似

合は個別解とする｡

■ - ス ペ イ まわ りの お さめ 方

■Bら-Aタイプ

,<スス ト･/71が橋K近い場合

iL IF蓋年ヽ ;7 I P+I i

杢警 ｢一 一 ヨ 濫 F E m 号.T F芦 . ぢド -ここ =-_こ--三｢回電署内板 べ/チ

lL- ､＼.

｣ --- - 二十=--I-I:]

■B8-8タイプ

バスス トアブが 橋から遠い場合

III IIIIl旨さSt ｣

I t l

追
I llL ｣- l 〒喜雫 等 ､､ ′l
一一一.土 打′､プ .ス

･__L一一J_-..-- 1-------案内政 一l l

L__""L_｣ 回シェルタ- バス停標識
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■ ス トリー ト77二チャー(SF)の設 置

･バスベイ周辺部に設置が望まれる施設は,概ね下記のも

のである｡設督スベ-スは,直列的な配置をとるものと

して長さ10m,奥行 1m,すなわち10nF程度必要であ

る｡

o施設と必要スペース

休憩施設-ベ /チ 2基(6-8人)20WxO6DxO9HXZ

クズ箱 06WXO6DxO9H

灰 皿 05WxO5DXO9H

･/ェ̂ ,クI W≦10m D≦3D又は25≦H≦30

歩道巾×%

(60Wx20DX27上Ⅰ)

情報施設 地区案内板 20WXO5Dx25H

公衆電話 09WxO9Dx22H

車椅子用 13Wx151)×2_2上Ⅰ

バス停標識 05WxO5Dx22

(照明灯 )

J 緑 化 計 画

バスベイまわDの緑化について比.先にモアJL,設計がな

されてお9,本計画設計では,これを緑化E]標としてう

けいれている｡ ｢港北第二地区 15,16,17=区歩専道

等基本設計 ･一部実施設計｣5410,参照｡

o植栽は,低濯木だけでなく,緑陰をつく9空間と奥行と

落つきを与える高木植栽を多 く導入することo

o従って形態として,植栽帯だけでなく,ツリーサークJL,

を利用 した高木の単独配植手法を頗極的に活用するo

oその際,各 々単独で比狭い歩道および7ルコ-ブは,一

体に利用できるものとする (両敷地にまたがる配位 ･利

用を可とする )0

o植栽帯の巾は,少 くともIm以上 とし,なるべ く大きく

まとまった形状を確保するO

17



2-4ェレメン トデザイン計画

一橋梁各部のデザインコーディネーションの検討-

橋梁タイ7-(7ォ-マル, イン7ォーマル. インタ-ミ

ィディェ- ト)は,本計画設計の軸として掲げた橋の基本

的 イメ--)であ9,具体化 (実施 )には無 限の展開があ

り得るといえる｡ フォーマル,インフォ-マルの2タイプ

は.基本的に個別設計を賓するものであるが,本節では各

橋梁タイプについてのデザイ/上の留意点を指旅 し,一部

デザイン上の終りとしての取 り決めを行った｡

インター ミディェ- トタイプ比 標準化によるタレ- r

7,ブをめざし.本計直l設計でデザインの大略の決定を行

った｡

2-4-1 エ レメン トの整理

株領域に設tEされるエレメントを藍哩すると,右図のと

おりであるD

これらのエレメント払 各 々同類エL/メントと接 し(Ex･

高欄 と柵 ),連続 し,あるいは別なエレメントに含まれる

(Ex.舗装と仲廠 手,排水マス等 )などの牌係で,デサ

イ/上一体の考慮 (デザインコーディネー ト)が必要であ

る｡

橋梁各タイプに共通 していえることは,各エレメントの

端部における接続部のkt理は,デザイ/上特に丑賓であるO

先に記すとおり,エレメントの性状は橋のタイプを分か

つ重要性を持っている｡ タイプ表現に特に効果的なのは,

空間を囲 う基本的要素である壁 (高欄あるいは柵 )と平面

(舗装 )である｡

カルバー トの場合において比 内空断面の形,出入口の

形状および仕_上げである｡

18
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2-4-2 エレメン トのデザイン上 の留意事項

各エレメントのデザインは橋梁の内部空間,外部空間を

形成する重要な要素であるB

また.注意しなければならなVlことIも 橋梁部のみなら

ず周辺部を含めた橋梁 と橋詰を-体として考えたデザイン

である｡

橋詰は,棟梁区間と77-ローチ部の接続部であり,特に

橋の両側-の速読任 としての要素 (Ex.舗装.高横 )のデ

ザイyと,接続部のおさめ方に注意 しなければならをVl｡

I 7*-マルクイブの場合は,榛を目立たせる.引き立た

せるためのエレメントの形状,材質と仕上げ色の選定等

が大切である｡また橋梁の周辺部のデザインを行 う忙あ

たってqj:,橋梁区間が明瞭を空間の単位を形成するため.

周辺部は橋体の支配する場 となりがちである｡従って階

段や斜路,袖壁など周辺部のデザイン紘橋梁を際立たせ

るための考慮が必要とi:る｡

｣匡 亘亘 ∃

[コ 目立つ特殊な構造形式の場合

(eX 人の背大をこえる トラス )

橋体が充分に固有の空間を .手摺 .高欄などアプローチ

つ くるため親柱は不用であ 釦と同一とする(同一で連

る○ 続させても空間の分蔀を妨

げない )
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I J インフォ-マJL,タイプは,緑道および歴史文化景域など,

自然性の高い景域にか ゝる橋に通用 した,周囲にとけこ

む自由な造形を求めている橋梁 タイプである｡

橋の位置するオ-7'ンスベ-スの視野の広引仁より,中

景域の橋,近景域の橋に区分され,景域の性格 として歴

史文化紫域が抽出されているO

交差形態性,D一線道標と,B-縁遠にかかる橋-7ン

ダーパスの場合がある｡

lI 心 Ll

良然節放 中 井 城 TYPE(》 TYPE;@
近 紫 根 TYPEO

インフ*-マルクイブのエレメントのデザイン帆 特に

既往の景観に適合 した周辺 との調和が重要であD,橋の

エレメントのみならず,橋の周辺エレメントについても,

環境条件を勘案 した橋を意識させない手法について考慮

することが大切であるO

20
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Iインク-ミィディエートタイ7-のエレメントのデザイン

は出来るだけ横能的で簡潔な形とする｡
高価
,
照明など

のエレメ/トで漂準化出来るものについては統一して実

用化を吾†る｡

幹線街路上の橋梁についてはルート性をもたせるため

に
,
路線別のカラーリングを行う｡

下路橋型式の橋梁では主桁が高欄を兼ねているので同

一ルート上では出来るだけ同じデザインとして,
イメー

ノの統一をはかるC,

■ インターミイディニートタイプ

階段 ･斜路の連絡部で払

･柵の端部処理が必要である｡

端 部 処 理

･明確な端部デザイ/を行な

う｡

･栽柱は高さ 14m以下又仇

047れ以下とする｡

階段の分岐部の処理

･2-4-4参照

･高欄 .柵などの連絡を図る

階 段 の上 bロ

上 り下 り しや す い階 段 で あ り･

か つ, 住 区 の 入 口 と して, 人 を

迎 え る構 え を もつ こ とが望 ま し

い, ex)3.4段上 って踊場 が あ

る と圧迫 感 が ない O

高欄は操車化する

2-4-4参照

桁 の 形

〟- ト単位で, イメージ

の競一恵図る(同 じ形式

間の,お上ひ異形式間の)

i:i色については

2-5-4参照

照 明 器 具

･階段の分岐部 ･斜路の

折れ曲b部分

･橘上をなるべ く広 く

･かつ隣接する住宅に光

害を与えないよう注意

する｡

･灯具配置だけでなく,

灯具デザイ/(配光設

計 )が必要



2-4-3 カル-ー トのデザイン上の留意事項

カルバー トは形態上か ら,前后の空間 (周辺部 )との分

断感の大 きい構造物であるoLたがって,歩行者が内空を

利用する場合には,橋梁 タイプ(FO,IN,INT)にか わゝ

bなく分断感,圧迫感 を援和 し,親 しみやす くすることが

重要である｡

そのために巾員 3mが標準のものであってもカルバー ト内

の巾員については前后の道路の空間をそれぞれ判断 して決

定 する｡

同様に照明,内装の決定に際 しては圧迫感とか暗いイメ

- ノを取 り除 く配慮が必要である｡

I カルバー ト入口附近のかさめ方

･フォ-マルクイブの場合は,上床版に曲線を入れ左右対

称を確調する｡外部仕上げ材払 石貼Dなどの目地/てクー

/忙注意する.側壁の仕上げはクイル張 b75:どグレー ド

の高いものとする｡

･インフォーマルタイプの場合は,基本的に曲礎によるや

わらかをアーチカルバ- 卜の形状 とし,周囲の土工部と

のおさまりを考慮 して,なじみのよLrl形をとるO

･イ/メ- ミィディエー トタイプの場合には出来るだけ標

準化を計ることが大切であるが ウィ/ク部の壁面をか く

すために植栽によ9修黄を施すとか,入口に庇を出すこ

とに.よ97クセ/トをつけるなども一つの手法であるO

■ 舗 装

カルバー ト内部の明るさに大きく影響を与えるとゝもに

両側の空間の連雛 に関連する｡

7i-マルクイブの場合は側壁の仕上Ijl'材 と共に明

鑑の高いクイルの選定等が必要であるO

■ 照 明

内空断面 と灯具種別 配置間隔との関連は照明の規模を

決定する上での重要な事柄である｡
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高 欄 の デ ザ イ ン

高価虹 橋の上 を利用す る人 や車 の転落を防止す るため

の充分 な機能 を持 った もので なければ な らないO

-方 高静 ま, 高欄が あることに よる安心 感 と共 に橋上空

間 を構成 す るいろい ろをエレメ/ トの うち重要度 の高V･エ

レメン トの一 つである｡高欄のデザ インを行 うK際 しては.

舗装, 地啓形状,親柱, 照明匿の エレメ/ トとのバ ランス

の とれた凍上空間づ くbを しなければな らない｡

また橋梁部分のみ な らず橋詰, ア プ ローチ,階段. 斜路

部分 との調和 も必要で ある｡

7*- マル. インフォー マJL･タイプの棟梁 の高欄 につL̂

て仕個別に検討 ･デザ インの方向づけな行 を うこととし.

インター ミィデ ィエー トタイプの デザイン (榛準 タイプ )

につい て次項以降に示す｡

幹摸道路 の橋梁 については ルー ト識別性 を高め るための

一手法 と して高榊に カラー 1)ンク (Jt,- トカラ- )を施す｡

その詳細 については 214-5に示 すO

璃 案 タ イ プ と 高 欄 形 式

橋 梁 市 棚 形 式 適 用 ル ー ト 仕 上 げ 計 画 適 用 橋 田 適用橋タイプ (柵遊形式 ) の 数

イン′タl7~lト標翠♂イプ A 3-2-3に適用 ト,プ レール 7

(PC-U桁) 庇 護 性 匡 司

B 3-2-3以外のPC-U桁 同 上 I,プ レー′レ 匡 司 C-35 C-41C-520-53 8

C-40C-42 2

(A) ノクル C桁 (桁 と同材) 桁+ ト,ブ レール C-4 巨司 C-17C-19 C-93--ヽ 5

(-<+,竜 三一夕言ブ) 3-2-3以外 の(i " /L.:=覧 ス桁) 7■′レミステンコルチン 柿 C-12由 ノ 2_ヽ__-■_-巨∃ A-2 A-5a-5 B-6 C-5c-6 C-7 匡司 9

壁 市 棚 (A) -7ル ミ鋳物 ･塗装 C-46 4
に 適 用 〝 成形品

C ソフ トな庇漁性 A-7[亘∃ 8-7ら-8 B-9 8-10 9
短かい桁橋 Ft*㌫中道に接するものは防 アルミ 自然発色 or材色

渡さく CO (∈∋ 8-14 B-15

7Iノレイン'71ノレ個別 箕設 用計 姦ち 耗 格 子 巨≡∃ 1

(∈∋ 1

斜 格 子 芸三寒(9 5

壁 高 潤 (特 殊 仕 上) ¢≡)匡∃匡司匡∃嘩∋)(至≡∋(至り匡∃ 8

葉 脈 塾 鋳 鉄 [司 /｢ 1

ス7~:/レス C-2St 37匡頭 3

fJ: し (特殊 鋲桁 ) 匡≡璽 l 1



(D 下路橋の高欄

●PC下路橋

･スパンにより締高が違 うので構面空間はスパンに 上って

影響を受ける｡

･内部空間は,力を負担 しているエレメントに19.力強

いイメ- ノを引き起 こし,強い軸方向性を示す｡ したが

って,圧迫的なイメー ジをやわらげる工夫 をするO

･外部空間は重苦 しいイメー ノをもたせやすい｡底部の形.

-ン ドレ-ル,または上部の形, 目地を入れる,材料を

組み合わせる,色を塗るといった手法に上る塵快化を図

る｡

I 桁 とトップL'-ル

･桁高が低い場合は, トー/プレ-ルを付け加えることが必

要C

･トップレールは.内外空間のアクセントに空間樺成上有

用をエレメン トである｡

pルー ト性の表示など強い視認性を要す場合に強い色をか

く場所 として有効であるo

カラー リング カラーリング
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②上路橋の高欄

上路橋の高欄のデザインでは,
特に次の点が問題にされ

る
｡

l視野調整-バラスター高欄の,
足もとが抜ける感じか

らくる不安感をと9のぞく.
または緩和すること(庇護性)

LI階炭･斜路に設置する防護･転落防止
柵および階段.

斜路が接続するカルバート上部の同種稲のデザインとの関

係
｡

IEI標準タイプの数の絞り込みと,
イメ-ジの統--設置

条件の相異をどうまとめるか.

これらを検討の籍見基本的なタイプを2タイプ-壁高

札ノミラスター･メブシュ
兼用タイプ一に按9.
港北地区

のtとi少のあるイメージ形成を図ることとした｡

oCタイプ

スラブ橋の高楓カルバ-卜の上部防讃手札階段･スロ

ープおよび壁上に設位する防誹
柵は
,
パラスターあるVl

はネ,卜など透視型(非墜
)としての共通性をもつ｡

又
,
階段･スロープは全般に橋あるいはアプローチ
部に

接続することから,これらのデザインには
強い調和が求

められる｡

構造的条件(推力規定)および空間的条件(道路橋は一

般にベデ棟エb広巾邑である)比,
ポストパー(トプ

･プレ-̂,等水平
材)の寸法(太い,
細い)およびそれら

軸組に支えられる張間J:ネルの形状(バラスターあるtJl

はネット)などで受けとめる
構成が妥当である｡

ポスト･,(一鋼珍扶ri,
楕円を基本とし
,
和らかさ
,

自然へのなじみ.
あきがこないなどのイメ一･)を意図し

てレ､る｡



■ スラブ橋パラスク一高楓適用橋

0

3

0

6
8

6

6

3

CJ

仇

5

w

o
･
5

加

9
･
0

9
･
0

3
･
0

3
･
0

3
･
0

2
･
2

3

l

l
1

2

5

6

5

6

7

47
50

J
.

1

E
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I
I

I
a

A

B

C

r カルバー ト･フェンス柵 ･適用橋

W 1

A- 7 224m 50弟
B- 3 120 056

- 7 gO 2.27

- 8 500 (階段)

- 9 180 138

-10 18_0 103

-13 12.0 2.08

- 14 60(車道) 063
-15 90 419

* 階段 (57橋に設置される)

W≧ 15m 1-50車

J スロープ(35橋に組 される)

W≧ 15m l≦80車(最大120車)

l l
Ol 9 u

一 尊 苛 帖 I ∫⇔中
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2-4-5 色 彩 計 画

橋梁の仕上げ としての塗装吐,橋梁のすべてのタイプ(フ

*-マル, インフ*-マル, インター ミィディエー ト)に

つVlてその空間を形成するうえで重要な働きをする｡

例えばフォーマルク17'の橋で仇 その橋が格調の高い

橋 らしV'嵐 独立性,個有性の高い, El立つこと,引き立

つことが要求されるためにそれに適応 した塗装色の選定が

必要となる｡

サイン橋 も,上記 と同様のことが言える｡

また,インフォーマルタイプの橋では周辺の景観との一

体化 とけ込みとか, 目立た夜い橋が要求されるので塗装

色の選定にあたってはそれを充分に配慮 しなければ75:らな

LO.

インター ミィディエー トの橋で払 上記のどちらにも属

さをい,機能性,実用性を求めた標準的な株となるので統

-された,標準的な塗装色を選定する.

主要幹線で払 その幹線ととに統一 したカラ1 1)ンクの

計画を持つことも,それぞれのル- トの識別位をもたせる

ことか ら右表の提案をするO

高欄その他のエレメン ト塗装色の選定にあたって性,そ

の様が橋梁 タイプのどれに属するかを考慮 し.橋上空間の

みにとらわれることなく,外部空間を含めた全体的な把握

をしなければならをhc

琴 . , ⊆ 芸 .随 感 妻...i■一 ■ カ ラ ー リン グ箇 所

PC下 鴇 稿 の 場 合

- - - =-.臥 -辱 さ ご - A.撃 ① .:孟…三三ニ蓋芸三二三ンク
i .ツー トンとする場合壮桁の側下

桁 の 凹 部 面を塗装 (強い色を トップレ-

/ .舶 ルにおき,弱い色を伽 お く '

② トツ7-レ-ルがないタイプでは桁の外側の凹部琶頭書≡警警警桁の側下面
′-■■■■㌦負 .∠日.日"_ 東 . ス ラ ブ橋 の 場 合

-LT-2'fJ触 法 煙 ;rl;Tl:歴 忘= 盛 ==丁軒ii..iL離麗揖 -C;:qS7.′一 芸 書芸芸oT冨三笠去 ツフレ ル

(診 ルー ト色が黒,茶など暗色の場合は高欄 (バラスク- )で もよVl

§ト.

■ 路 線 別 の カラー リング (ル ー ト創 ■ サ イ ン橋 の カ ラ ー リン グ (サ イン色)

3-2- 3 プル一系 .駅前サイン橋のサイン色比 ｢駅｣｢電車｣等への連想を期待してシル.I-(メタリック)とし払

3- 3-32 線 系 .その他のサイン橋で払 ルー ト色との関係を① ツー トンカラ-②ル- ト色 より明度,形

3-4-29 黒 系 慶の高い又仇 ③色面積を増やすなどの方法をとるo

Z庁 3-4-36 イエローオーカー系中丸 3-3-22 赤 (赤茶 )系(ELLt 3-4-31 ベージュ系 ･C 節サイ二/橋 C二王1 赤い桁 とシル/く-壁高潤 その他サイ_ン揺 C-21 桁は トップレールと同じブルI(横)を入れる

′C-31 赤い トラスとシルバ-の高欄
C-8 オレンジ色壁高欄の塗装QC-39)シルバーの桁塗装

(､二45 シルバ-の壁高欄外装

C-49 シノL,バー(上転材)と黒 (その他の部分)

~45 ① 赤茶 (左側のノくテの舗装 2 サイン色
3-2-3のサイン橋 の色とあわせる ) シルバースケyレス額によ

る外装

? 1__ Ll l~ 他 l



2-4-6 仕 上 げ 計 画

9 仕上げグレー ドの設定

仕上げクレー ドは基本的にコス トの脱数であ9. と でゝ

仕仕上げのグレー ドの設定 として,ほ そゞの橋にどの位の

仕上げ コス トをかけるのかを規定する｡逆にコス トのグレ

ー ドの設定に 上って隠 仕ゞ上げ グL,- rは設定されること

となる｡

仕上げの仕様は各橋梁 タイプ (3タイプ )と仕上げグレ

ー ドの起l合せに よって設定 される｡

エレメ/ トのコス トか ら見ると2段階 よりも3段階 とし

た方が実際的であると考えられるのでこ ゝでは下記の表の

組合わせにより各橋梁タイプの仕上げグレー ドを設定 した｡

クレー...ド フ *- マル インク-ミイデイエート インフォーマル

H ○ ＼ ○

M ■(⊃ ○ ○

個 所 エ レ メ ン ト 仕 上 げ 材 単 価

1. 舗 装 1- 1 石 材 / 特 森 ク イ ル 類 nX104 n=4-6 (円〟 )

1- 2 I.5-2×104

1- 3 ア ス フ ァ ル ト 系 nX104 n-3-5

2. 高 欄 2- 1 銑鉄特注品 (アル ミ,SUB)/石張墜高欄 nX105 (円/仇)

2- 2 銑鉄標準品 (7ル ミ,SUB)/石張蟹高欄 nX104

2- 3 既成晶高欄 7Jt,ミ/SUS 2-4×104

1.5-2.5×104

工,i;'キシ吹付 タイル (墜高欄 ) nX103 片 面 (円〟 )

コンク リ- ト折 り nX103

3. 橋 台 3- i 石 材 nX104 (円〟 )

橋 脚 レンガクイル,擬石クイル,漢石7'ロ-/ク.レンガ 1_5-2×104

ウ イ ン クー 吹付 クイル (エポキシ系 ) rLXlO3

コンク I)- 卜折 り nX103

コンク リー ト打放 し, シリコン吹付 nX103コンク リー ト打放 し, シリコン吹付 nX103
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② 各橋梁タイプととの仕上げ グレー ド仕様の想定

各橋梁 クイブ (フォ-7 ,̂, インフ*-マ ,̂, イ/ク-

ミイディエー ト)ととの仕上げの グレー ドは,その タイプ

ことにおのずか ら格差 あるいは変化が あって当然である｡

先に記 したどとく個 々の橋にはそれぞれの橋梁 タイプが

あD,こ でゝはその橋梁 タイプととの仕上げ グレー ド仕様

の標準的をものについて述べる｡2-4-6で述 べたよう

に仕上げのタレ- ドは基本的にコス トとの関数 となるので,

本筋では各橋梁 タイプととにフ*-マルタイブの場合はH

Mの 2投晩 インフ*-マJL,タイプの場合はH･MIJD3段

階, イ/クー ミィデ ィェ- トクイブの場合はMILの2段階

のグレー ド仕様を設定 し,その中で個 々の橋-の応用の指

針 とするものである｡

こ でゝ注意 しなければならか ^ことは各 グL,- ド(H･

M IL )の うちそれぞれの棟梁 タイプことにその仕上げ仕

様が異ることである｡例えばグレー ドが同 じHであっても,

橋梁 タイプが フ*-マルクイブの橋であれば E]立つ,引き

立たせるための仕上げが必要 となるが インフォ-マルクイ

ブの橋ではその逆にB立たせ75:いための仕上げ材の選択が

必要 となる｡

橋梁タイフグレード仕上げ個所 フ ォ ー マ ル タ イ プH M

橋 体 コ ン ク リー ト C エポキシ系吹付 クイル(センター,サイン橋)

桁 メ タ ル M ペイン ト(亜鉛 メッキ ).耐候性鋼 M 同 左

橋 台 , 橋 脚 石地 9,レンガクイル,擬石 タイル.模石ブロック 吹付 クイル, コンク リー ト打放 し,祈 り

同 上 同 左

ウ イ ン グそ の 他 同 上 同 左

橋 上 舗 装 石地 9. レンガクイル,壌石 考イル 擬 石 クイル, 洗 出 し平 板

高 欄 銑鉄. アル ミ柄物,SUS特注品 鏡鉄 . アル ミ鋳 物, SUS榛準 晶石貼 り, レ/ガクイル,壁高欄 吹付クイル,コンク1)-卜折り,(GRCノ{ネル),壁高価

地 番 石材, クイル. 板石 コンク リー ト(折 り, 打放 し )

親 柱照 明 , そ の 他 石軌 銑 鉄, 7ル ミ鋳 物, ク イル 石材. クイル, 擬石. コンク l)- 卜析 D

橋 下 柿 下 . 床 版 C 吹イ寸タイル C コンク リー ト打放 し

M ペイン t. (唖鉛 メッキ ),i1候性鋼 M 同 左

カ ル バ ー ト 内 装 クイル, 吹 付 タ イJL- 吹 付 ク イル

舗 装 (穂上に嘩ず る ) (同 左 )

添 果 物 処 理照 明 , そ の 他 同 左



イ ン フ ォー マ ル タ イ プ イ ン タ ー ミ イ デ イ エ ー ト タ イ プ

H M L M L

C エポキシ系吹付 クイル C コ/ク リー ト打放 し 同 左同 左 C エポキ頒 玖村クイル,(芸;㌃ 橋 ) iC コンクリ- 卜打放 し

M 耐 候 性 鋼 M 同 左 M ペイント, (亜鉛メ'キ ),耐候性鋼 M 同 左

石 材 コンク リ- ト折 9 (攻石 ) 吹付クイル, コンクl)- ト折9,打放 し コンク I)- ト打放 し,析 b

同 上 同 上 同 左 同 左 同 左

同 上 同 上 同 左 同 左 同 左

石 貼 9 (擬石 ブ E,クク ) 開粒匪 7ス コソ. ク レー レ/ガクイル,頼石クイル, (センタ-)洗出 し平 板 洗出 し平板, アス フ7ル ト系

銑鉄特 注品, (アル ミ鈎物 ) 銑鉄 標率化品, (アル ミ柄物 ) 耐 候 性 季円 銑鉄. 7ルミ飼物,SUS標単品 既成品のモデイ7 7 イ

石貼 り, 壁高潤 擬石仕上塗 高欄 コンク リ- ト析 D,墜 高欄 吹付クイル,コンクリ-ト折9,(GRC)墜高欄 壁高郷コンクリ- ト打放 し

石 材 擬 石, コンク l)- ト折 b コンク 1)- ト折 り. 打放 し コンク リー ト コンク リー ト

石 材 架石, コンク 1)- 卜 な し 石材, クイル,擬石, コ/ク1)- ト な し

同 左擬石 クイル, 吹イ寸クイル 同 左コンク リー ト折 り,モJL,クル吹付コンク リー ト打放 し C コンクリー ト打放 し,吹付クイ〟 (サイン橋 ) C コンク リー ト打放 し

M 耐 候 性 鋼 M ペイント, (亜鉛 メッキ ),耐候性鋼 M 同 左

石 舶 b 吹付 クイル コンク リー ト打放 し

(席上に準ず る ) (同 左 ) (同 左 ) (凍上 に準ず る )枝道系のみカJ.～-(たゞし アンダー) (同 左 )表 し
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3. 設計方針 (技術編)

3-1設計条件

3-1-1 管 理 区 分

O横浜市における橋梁の管理区分壮以下のように分かれ

る｡

a:緑政局管理

b 道路局管理七 ≡ ≡ ≡ ≡ …

o荷重及び土讃 b厚等忙よって以下の区分分けを行をう｡

交差形態A,B

i

TL-20 道路局管財衰深妹所管

BOX土砂少1m未満 〝

1m以上 〝 維持課所管

但 しB-2は揺梁課所管

交差形態 Cに 三三5104Kク/d 凝 ヲ管慧 器

交差形態 DI::.;5 器 器 柳

O各橋梁の管理区分を｢表-311｣に示すO

凡 例

交差形態A

B

C

D

一 般 道 路

一 般 道 路

歩専 ･録道

歩専 道

一般 道 路

夜 道

管 王里 区 分 表

路 銀 僑 名 管 理 区 分- 路 線 僑 名 管 理 区 分

3】2ー3 C- 1 b - 2 7129 C-53 b - 2

C-10 C-52 〟

D- 4 a A- 7 b - 3

C-15 b - 2 3 _l3】3 2 C- 4 b - 2

C-16 D- 1 a

C-20 C-12 b - 2

C-21 b - 1 C-17

C-36 b - 2 314】3 1 C- 39 b - 1

C-43 b - 1 C-40 b- 2

C-45 b - 2 C-42

C-46 〟 A- 4 ら - 1

A- 6 b - 1 a6 C- 5 b- 2'

3I4I36 C- 9 b - 2 C- 6 〟

a- 5 b - 1 C- 7 ■
8- 9 b - 3 C- 8 b - 1

C-34 b - 1 3-4-19 A- 5 〟
C-35 D- 6 /

C-41 b - 2 その他 B- 1

B-10, b - 3 ら- 3 b - 3

良-ll b - 1 B- 4 b - 1

C-44 b - 2 B- 6 〟

C-48 B- 7 ら- 3

3I3222 C-25 ∫/ 8- 8 〟

(C_ニj 1 I B-13
~ellT-32 ら - 1 B-14 〟
C-19 b - 2 B-15 b- 1

a- 2 b- 1 Cニ⊥A 〟

C-ll + (′メ℃-18 ヽ b- 2
A- 2 / C-5

A- 1 〟 D- 2 a

3l219 C-49 〟 D- 3

C-47 b - 2 D- 5

C-51 / D- 7 b - 1

｢ 蓑 - 3_1_1 ｣

凡 例

a:緑 政 局 管 理



3-1-2 橋 長

｡橋長決定方法は 2章参照の こと｡

o揺長の一覧表を｢表-31.2｣に示す｡

o既存塩設物の近 くに橋台を計画する場合,施=時に埋

設物に影響を与えない上うに稀台の位置に十分注意す

ること｡

橋 長 一 覧 表

路 線 橋 名 揺 長 くm) 路 線 億 名 常 長 (m)

3-2l3 C- 1 37_0 千†29 C-53 27.0

C-10 4 6.0 C-52 27.0

D- 4 53.0 A- 7 ※ 8.5

C-15 4 7,0 3I3132 C- 4 一 4 0.0

C-16 70.0 D- 1 43.0

C-20 46,0 C-12 37.0

C-21 49_0 C-17 34.50+ 6_50

C-36 48.0 3∫4】31 C-39 33.0

C-43 44,5 C-40 3 3.5

C-45 102_5 C-42 29.0

C-46 48.5 A- 4 37.0

A- 6 4 8.5 K6 C- 5 18.0

3】4l36 C- 9 4 0,0 C- 6 20_5

B- 5 2 7.0 C- 7 14.0

8- 9 ※ 5.5 C- 8 20.0

C-34 24,0 3-4-19 A- 5 2 4.0
C-35 22.0 D- 6 42,0

C-41 2 4.5 その他 B- 1 8.0

B-10 ※ 4.0 B- 3 6.0

B-ll 18.0 8- 4 6.0

C-44 25.5 B- 6 23.5

C-48 2 5.0 B- 7 4.5

3I3I22 ここヱ_5_I 38.0 B- 8 2.0

くC-31 ノ 33_0 B-13 6,0
e=1=2′ 30.0 a-14 6.0

C-19 30_5 a-15 l l_5

B- 2 ※ 8.0 C-14 21 0

C-ll 37.5 C-18 (4 2_0ーヽ
A- 2 2 7.5 C-50 m

A- 1 36.5 D- 2 29,0

?†29 C-49 3 7,0 D- 3 14_0
C-47 24.0 D- 5 13_5

C-51 25,0 D- 7 30_0

i:iはボックスカルバ- トを示す.

カJL,バ- ト寸法は空室を示す○
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3-1-3 巾 員

｡巾員については2章参照のことO巾鼻一覧表を ｢表-

31.3｣に示す｡

o地顔rf]は道路の種類により以下の通 D.

l

E==二二 三±=

｢図 - 3.1 1 ｣

e タ イ プ

幅 昌 一 覧 表

路 線 儒 名 メィア' 巾 員 構 成 合計巾負 路 線 橋 名 メイプ 巾 員 構 成 合吾.｢巾員

3l2l3 C- I a 3.0 3】129 C-53 a 3.0

C-10 〟 〟 C-52 〟
D-4 5.0 ※A-7 C 22_4

C-15 〟 3_0 3I3I32 C-4 a 3_0

C-16 〟 D-1 〟

C-20 〟 〟 C-12 ∫/ 〟

C-21 〟 〟 C-17 〟 〟

C-36 〟 314131 C-39 4_5

C-43 〟 C-40 3.0

C-45 〟 〟 C-42 〟 ∫/
C-46 〟 〟 A-4 d 12.5

A-6 b 9.0 K6 C-5 a 3.0

3l4l36 C-9 a 3.0 C-6 ∫ 3.0

B-5 C 18_0 C-7 〟 3.0

※B-9 ∫ 〟 C- 8 3.0

C-34 a 5.5 3-4-19 A-5 ら 9.0
C-35 ■ 3.0 D-6 a 3.0

C-41 / その他 ※8-1 b 9.0

※B-10 C 18.0 ※B-3 〟 12,0

B-ll // /′ ※B-4 e 6.0

C-44 a 3.0 B-6 ら 9.0

C-48 〟 派B-7 〟 〟

3l3I22 C-25 〟 ふh ※B-8 l8.0

C-31 〟 (8.5ノ ※8-13 ■ 19_2
C-32 〟 盲す ※B-14 e 6.0

C-19 〟 〟 ら-15 b 9.0

ラ琵B-2 C 22.0 C-14 a AuL
C-ll a 6_0 C-18 〟 し3.0)

A-2 b 12.0 C-50 〟 言訂
A- 1 d 10.5 D-2 ∫/ 3.0

?†29 C-49 a 5_0 D-3 〟 4.0

C-47 〟 2.25 D- 5 〟 5_0-7.0

C-51 〟 3.0 D-7 3.0

A:- ら:盲 青 首 -畜- C:空一里｣ L D :一旦｣L一 般 道 路 - 奴 道 路一般 〝 一般 道 路 一 般 道 路

主:iポ -/クス カJL,パ ー トを示す ,寸法比上部路面 を示す○



3-1-4 勾 配

o橋梁部の縦断勾配は原則 として 8串以下 とする｡

oスロープの縦断勾配は原則 として 12車以下 とする｡

o勾配の一覧表を r表-3l_4｣に示す.

r図- 3.12｣

勾 配 一 覧 表

路線 僑 名 左 l 右 路級 儒 名 左 l 右斜 路 アプローチ 橋 梁 部 アプローチ 斜 路 斜 路 アプローチ 橋 梁 部 アプローチ 斜 路

3】2t3 C- 1 8J) 8｣) 盟 8.0 31 5.8 3TJII29 C-53 1086 上 土 ⊥ _三三 lil ll.1

C-10 6.72,75 3.067 5.5 _三三 ii 8.21 C-52 89 ヱ旦 三三 _盟 - ll.26

D- 4 - 5.5 上 と 5.5 ji - A- 7 - 三三 19_ ii ヱi -

C-15 9.2∠l 8.0 8.0 _盟 盟 7.60 3I3l32 C- 4 8.0 1.盟 ヱ竺 盟 盟 7.38

C-16 - LEVEL ヱ 竺 2.0 8_0 盟 - D- 1 Ion ヱ竺 8.0 盟 盟 -

C-20 - 19_ 4.35 435 4.35 5.69 C-12 12D,8_ 31 31 Ri Bi lO_0

C-21 - 8_0 上皇 _旦旦 _里と - C-17 - 19_ 且竺 31 - -

C-36 8_0 旦 _至旦 _竺旦 1366 6_7 3】4】31 C-39 - 2_872 2872 2B72 盟 -

C-43 85 4.498 4_498 4_743 4_743 79 C-40 - 0.566 0566 3342 盟 -

C-45 - 8ー106 8.1060 4_744 6_203 - C-42 8_23 4iL Ail 41i 4.72 Sユ9

C-46 - 2936 2_936 4_390 4390 - A- 4 - ll ⊥竺 上皇 土と -

A- 6 - 1_0 上旦 _上皇 _王土 - K6 C- 5 13.3 31 51 3i LEVEL 12D

3I4】36 C- 9 - LEVEL 2_106 3_0 LEVEL - C- 6 9.0 5.987 5.987 5_987 5_987 ll_0

B- 5 - 13i 1.99 1_99 320 - C- 7 - - 6.5 竺 6.5 -

8- 9 - 1.38 I,.38 1.38 盟 - C- 8 5.1 li竺 1 1ヱヱ1 竺 エ 4iei 6.67

C-3Ll 8.0 3.09 _聖 _盟 8.0 8.0 3-4-19 A- 5 - 0.83 083 ojf 響 -

C-35 - ll.41 _壬生 上 皇 ii - D- 6 7.ill 4.695 it ji 7.697 4_0

C-41 - - _盟 _盟 ji - その他 ら- 1 - 0.992 0_992 0.992 4.378 -

B-10 - L竺 L竺 lief Ii9ヱ - B- 3 - Oil Oil 056 01f -

a-ll - ll 1_77 1_77 ll - a- 4 - ー0594 0594 0594 0.594 -

C-44 85 115 7_778 7_778 7_619 LEVEL ll_6 A- 6 - 聖 上 聖 上 聖 上 6.01 -

C-48 8.4 6_185 6.185 三三 _盟 9.17 8- 7 - 23i 231 OA 0.70 -

3I3l22 C- 12_0 31 _盟 2_0 _盟 12.0 B- 8 - Oil oE oi乙三 ol -

(C-3 - LEVEL _ど 3_0 LEVEL - B-13 - 211 21三 211 211 -

C二32 - 10.93 _盟 _盟 _竺皇 - B-14 - 0.63 031 竺 三 竺 三 -

C-19 7.23 盟 上里 _旦皇 盟 8.0 8-15 - 4ii 412 4jl 412 -

a- 2 - 23i 竺 三 21三 2ifヱ - C-iu 5_0 05 ヱ至 盟 _盟 8.0

C-ll 8.0 LEVEL _盟 _望 LEVEL 8.0 C-18 ) 2.9 竺 一 8.0 8_0 8.0 8_0 8.0

A- 2 - 聖上 ･聖 上 王ヱ至 131 - 下 顎 甘 1_32 聖 ヱ 三三 三三 1.138 3_22

A- 1 7_5,72 030 0.30 030 030 12.0,5. D- 2 - _盟 ど _ 6.0 6.0 -

3i4ー29 C-Ll9 9.64 盟 盟 1 5 2_273 9.72 D- 3 - LEVEL 4286 4.286 ヱ皇 -

C-LI7 - - ヱ竺 _三三 - - D- 5 - 上空 盟 盟 盟 -

C-51 llD 3_122 3.122 盟 盟 ll_4 D- 7 - - 6.5 6.5 竺 -



3-115 荷 重

o活荷重一覧表を ｢表-315｣に示すo

o管理用車両のルー トと在っている歩専橋はTL-14を

設計荷重 とする｡

o管理用通路の種類 として

a歩専道管理

b下水管管理

cj魚道 管 理 の3種類がある｡

O管理用車両の通路を ｢図-313｣に示す｡

〇線道についてはすべて管理用車両が通行すると想定 した.

活 荷 重 一 覧 表

路 線 億 名 荷 重 路 線 橋 名 荷 重

3I213 C- 1 W-350Ke/u 31LIi29 C-53 W-350KQ/a

C-10 C-52 〟

D-4 TL-14 A- 7 TL-20

C-15 W-350Kg/m2 3ー3l32 C-4 W-350Kか/;Tf

C-16 〟 D- 1 TL-14

C-20 〟 C-12 〟

C-21 TL-14 C-17

C-36 W-350Ky('n2 314l31 C-39 /

C-43 TL-14 C-40 W- 350K〝うIi2

C-45 W-350K砂/♭iz C-42 〟
C-46 A- 4 TL-20

A- 6 TL-20 K6 C- 5 W-350K多/;諺

3l4I36 C- 9 W-350Kv;Tf C-6 〟

B-5 TL-20 C- 7 +
ら-9 〟 C-8 TL-14

C-34 TL-14 3-4-19 A- 5 TL-20
C-35 〟 D-6 . TL-14

C-41 W-350K〆;'㌔ そのイ也 ら- 1 TL-20

B-10 TL-20 B-3 〟

a-ll B-4 〟
C-44 W-350K¢/;㌔ B-6 〟
C-48 〟 B-7 〟

3I3I22 C-25 TL叫 _ B- 8

C-31 ( 〝 ノ B-13 〟

C-32 ~〝 ー/ 8-14 〟
C-19 W-350K針/;Tf B-15 〟

B-2 TL-20 C-14 JJ-L- 14

C-ll TL-14 C-18 (W-350K〆諺)
A-2 TL-20 C-50 ＼一一_一礼_/
A- 1 〟 D-2 TL-14

314129 C-49 TL-14 D-3 //

C-47 W- 350Kか/諺 D-5 〟
C-51 // D-7 /′
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｢図- 313｣
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3-1-6 建 築 現 界

O車道部の建築限界比H-47mとする｡ (オーJl'-I/イ

( 分等慮 )

O歩卑道の建集限界は 2507n十0207n-2707nとするO/

_.IlllJIJ--
o下面が緑道で上面が道路のBタイプの場合は管理用車両

通行のため,高さ3507n,巾 507n以 上を原則とし,千

むをえず建築限界が とれない場合は荘低基準として高さ

30771,巾 307TLまでさけてよい｡
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3-1-7 土 質条 件

o土質構成は上からローム層 ･凝灰賃粘土 ･及び凝灰貿砂

の互層及び土丹屑に大別される.

o土質は全般的に軟弱であり,支持層は原則として土丹と

する｡

○盛土部に構造物を計画する場合には,原則として不静定

構造物は採用しない.

O一般図における基礎型式は土質条件を推定により計画し

たものであり,詳細設計においては,面密を調査によb

基礎型式を決定すること｡

_i M .V

｢図-316｣
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3-1-8 材 料 強 度

O材料強度についてr表-316｣に示すo

o活荷重W-350k9/ 7㌔の場合は立体横断施設設置基準に

上るo
項 目 内 容 解 説 項 目 内 容 解 説

1.荷 重 設計荷重 ｢道示 Ⅰ｣に準ずるo 3.許容応力産 ｢道示n_TD.rV｣

2_Q A 使用材料は ｢道示II-H].IV｣に準ず 4.土 圧5.設 計 表 皮6_地 下 水 位7.そ の 他 ｢道示Ⅳ｣に準ずるo

るo ･粘性土の場合に壮｢投に下記に上るor-i_6t/dダニ250埋戻 し土を石灰処理する場合は別途打 忙関 しては静止土圧係数 0.6を用いるo南多摩kh-0_2を採用の結果 上9判断するo

上 部 工 下 部 工

コンクリート Ock-240k赫 ock-210kycDZt

(RC)コンクリート(PC) 玖上qck-350k〆滋以上とする 断面的に幽泉なものにつレ､てはqck-240k赫でも可ock-350k赫 忙つれハてはqck-210kが誠とするo主鉄筋径はD13以上とする○耐候性鋼枚を使 合せるo｢道示V｣ (耐賃編 )に準ずるoV1- 1,0V2- 7Va- 1_0E○;lO_2求- リンク結果を参考にするO支持層確認は 37TLとするO

鉄 筋 SD30

鋼 材 SS41

断面的K困杜をものについて 用する場合性別 プーチ/ク根入れは 50cm以上 とする○

はSM50Yを使用するo 途打合せを行なうo (ただし埋設物のある場合は別途打合せを行なう○)



3-2 上 部 ･下 部 構 造 型 式

3-2-1 構 造 型 式 の 検 討

O標準タイプ (イ/クーミデデュート)についてはr表-3

2.1｣を参考に して橋梁型式を選定するo

o橋梁は上路型式を原則 とするが,歩 きやすさをE]標にす

るならば下路型式 もやむをえない もの とするo

o橋梁部の縦断勾配は 8%以下を原則 とするo

oガス管が添加される橋梁については,原則 として開桁丞U_

式 とする｡

標 準 適 用 支 間 表

型 式 支 間 曲 線 適 否 桁高比主構造 橋 面

上路鍋橋 ト ラ ス ア ー チ/{ イ ブ ア ー チ鋼 板 7 - チ(ロ ー ゼ )ラ ン ガ ー ガ ー ク ー単 純 ト ラ ス連 続 ト ラ ス単純 ボックスガーター連 続 ガ ー タ ー単 純 H 型 鋼 橋斜 張 橋 ××××××××○○(⊃(⊃〉(× 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇× 1/6.5〟1̂L̂0レセoレセ01/之0レセ51/20

iI

中下路鍋揺 ト ラ ス 7 - チ鋼 板 7 - チ単 純 ト ラ ス連 続 ト ラ ス単 純 ガ ー タ ー ××××××○○ 〉く××××〉く×× 1/旬,51やL̂0i/10vi7

PC檎 苧哲"錆 2V票空主産丁連続で圭&主産丁ク-単 純 合 成 ガ ー タ ー連 続 合 成 ガ ー タ ー単 純 ガ - メ -連 続 *' - メ -単 純 ボ ッ ク ス穴 あ き ス ラ フプ レ テ / 柿7r 塑 ラ ー メ / ○○×ヽ××○○×○ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 )/171̂ 2レiSLA71/47i/20レセ2i/22vi51̂ 0

農 穴 あ き ス ラ フラ ー メ / ○○ ○○ i/20I/12

(注) 川 アーチ型式の桁高比は,Sag-ratioを示すo

12)孤破適否で主構造の○印は橋梁構造 を曲線に沿 って曲げ られるものO

×印は 曲げ られないものO

橋面の○印はブラケット等を用いることによって踏面構造だけ曲線 となりうるものo

×印は曲線にならない ものO

(3)桁高比は統計的な目安を示す. (橋梁ノ＼ノ ドブックより )
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3-2-2 上 部 工

O上部工 (主桁断面 )型式一覧表を｢表-322｣に示す｡

o主桁タイプは以下の上うなものがある｡

主 桁 断 面 図

･pcaT路 , 嘩 』 [⊆巨]軍≠ 』

(ホ喜一 , 蝉 ヒ軒 随桓

'TC桁 , 問 研

･箱d桁 , 轡 野 塩 ∃謝

(卜;ス , 』』』 』 』』

;. .､,, ト‥.=.｣

順 g桁 , 中 華-製 ≠ 』

･そ去他 , 苛p
ルカ

_∫
_

tr
7

...1
_
.1

1
.∫-..I

l
･l
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rl_三･._-_I_i

主 桁 断 面 . 型 式 一 覧 表

路 線 騎 名 タイプ 型 式 路 線 橋 名 クイブ 型 式 1

3i213 C-1 a PC2径間連続下絡桁 3I4I29 C-52 a p c 単 純 下 絡 桁

C-10 〟 C-53 〟

D-LI ら pC連続Ⅴ脚 ラーメン中空床版 A-7 1

C-15 a PC2径間連続下路桁 3l3I32 C-4 ∫ ノ鋼 単 純 C型 桁

C-16 b PC3径間連続中空床版 D-1 e 絹単純 7 イ - I/ソテ ィ-ル桁

C-20 a pC2径間連続下路橋 C-12 d 鋼 単純 ポ ,クス桁

C-21 〟 C-17 f 鋼 単 純 C 型 桁

C-36 〟 3l4l31 C-39 Lg_ー 鋼単純 鋼 床版鋲桁

C-43 〟 C-40 a1 p c 単 純 下 路 桁

C-45 b pC3径間+2径間連続中空床版 C-42 〟 〟

C-Ll6 ∫/ A-4 C p C 単 純 で 桁

A-6 / 〟 K6 C-5 b pC単 純 ホ ロー桁

3I4I36 C-9 ∫ 飼 単 純 C型 桁 C-6 〟

良-5 C RC3径間連続T桁 C-7 〟 〟

B-9 ｣ C-8 a P C 単 純 下 絡

C-34 C) P C 単 純 T 桁 3-4-19A-5 e p C 単 純 で 桁
C-35 a p c 単 純 下 略 桁 D-6 ら PC3径間連続中空床版

C-41 ′/ 〟 その他 a-1 1

8-10 1 B-3 〟 〟

B-ll C P C 単 純 T 怖 8-4 //

C-44 a p c 単 純 下 総 桁 a-6 C R C T桁 ラーメン

C-48 〟 〟 B-7 I

3I3l22 C3 -5 ＼e_ヽ 爺 単 純 ト ラス 桁 8-8 〟 〟

C-31 〟 〟 B-13 〟

で｣でき ∫ 角 単 純 C型 桁 B-14

C-19 〟 B-15 C R C 単 純 で 桁

8-2 1 Cj -4- ど 用 ラー メ ン飯 桁

C-ll d pC単純ボックス桁 (C-18 ノ〝 鋼 2径間連続鋲桁

A-2 〟 〟 C- ち PC単純 中空床版

A-1 ∫/ D-2 h

314I29 C-LI9 e 親単純鋼床版 トラス桁 D-3 b RC単純 中空床版

C-47 b pC単純 中空床版 D-5 亡 R C 単 純 で 桁

C-51 a p c 単 純 下 総 桁 D-7 ち PC単純 中空床版



3-2-3 下 部 工

o下部工形式別一覧表を ｢表-323｣に示すo

oポー1)ンクが現位置で行なわれてないので.その付近の

ポー1)ンク柱状図よ9基礎地盤土質条件等を推定 したo

o推定地盤で下部,基誕形式を選定 した｡

o下部Zの寸法については上部工反力を概略で別井 して標

準設計 を適要 した｡

o詳細設計において現位置のポー1)/タ結果により.支持

地盤,土質定数を決定 し,基酸形式 .横道寸法 を決める

こと｡

0線政管理の穂は下部工が道路用地内に入らないこと｡

dt杭式 )

(基礎下部に地下鉄が入 る )

基礎形式

下 部 工 形 式 別 一 覧 表

路 銀 橋 名 橋 台 簡 脚 カ ル ノミ- 卜 路 線 橋 名 橋 台 橋 脚 カ ル J{- ト f

3l213 C- 1 ィ,b ィ ,ど 3I4129 C-53 ィ ,b

C-10 〟 C-52 ■
※D-4 ィ ,e ィ ,e A- 7 イ

C-15 ィ .b ィ .ど 3I3I32 C-4 ィ .b

C-16 〟 ィ ,h ※D- 1 〟
C-20 〟 ィ ,ど C-12 〟
C-21 // C-17 /〝｢

C-36 〟 〟 314l31 C-39 ㌧⊆乙

C-43 ロ ,ら ロ ,∫ C-40 I/)
C-45 ィ,b ィ .h C-42 ロ ,b

C-46 〟 ィ ,∫ A-4 ∫

A-6 〟 K6 C-5 ィ.b

3l4)36 C-9 ィ,b C-6 〟

B- 5 〟 JI,f C-7 〟

8- 9 - i) C-8 ロ.ら

C-34 くィ ,bノフ 3-Ll-1 A- 5 ィ,bC-35 ｢ ′ノ D-6 〟 -ィ ,∫

C-41 〟 その他 B-1 イ

B-lO 】コ 8-3 〟

B-ll ィ.b 良-4 ロ

C-44 ィ ,E'.b B-6 ィ .b,e

C-48 ィ ,b A-7 lコ

3i3122 C-2 ロ ._b ら-8 イ

rc-31 ィ.ら B-13 〟
C-32ー~71㌻ B-14 ロ

C-19 〟 B-15 ィ,b

B-2 イ C-14_ ロ ,e

C-ll ロ,b cc-18 JI.b

A- 2 C-50 /

A- 1 ロ ,a ※D- 2 ィ .C

3-4ー29 C-49 ィ .d ※D-3 ィ ,b
C-47 ィ ,b ※D-5 ロ .b

C-51 ロ,ら D-7 JT.ロ ,b

※ 録政管理の橋を示す
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3-3 附 帯 構 造 物

3-3-1 本 体 附 帯 構 造 物

(1) 地 覆

o橋梁部の地頭幅は次のように決めるo

(a) 一般道路橋

(1) 車道に接する場合 b-60cm.h-25cm

(Ll) 歩道に接する場合 b-40cm,h-10cm

(ち) 歩専橋及び緑遺構

b-40cm,h- loom

(芸BT,忘 三二プヤ構面欄 する橋脚 は')

○その他設計については ｢道示 I｣に准ずる｡

(2)構面排水

o菓観上の観点から構面に排水桝は設け75:い .

o構面雨水は地窃等に沿ってr図-3321に示すよう表側

鞘を設け橋梁の前後で排水するものとするo

o構造上,やむを得ず橋梁内に設置する場合,美観や維持

管理に十分留意 して設置する｡

oその他排水計画については ｢道示 l｣に隼ずるo

l3) 高 欄

o高欄は ｢図-333｣に示す位置に設置するO

高欄の高さ (高さは全て舗装面から)

(a) 一般道路橋

(I) 車 道 h≧ 120C7n

(ll) 歩 道 h≧ 120cm

(b) 歩専道 ,緑道橋

(I) 歩道用 h≧ 120cm

･ ‥ ｢∴ .∴ ･

oその他,設計については ｢道示 l｣に準ずるo

車道に接する場合 歩道に接する場合

○ 歩寄道及び縁遠橋

∴

｢図-331｣

■ 橋 面 排 水

歩 専 橋

｢図-332｣

mpc下路桁橋

歩専橋及び枝道橋

■ 吉 欄

｢図-333｣

■ 特 殊 高 欄 取 付 例

pc連続Ⅴ脚 ラー メン中空床版
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(4) 支 乗

○支幕の適用範胡及び設計は ｢支東便覧｣ と道路庵標準設

計図集に上ることを原則 とするo

o支桑の設置方法は ｢道示Ⅳ ･V｣及び ｢支東便覧｣ (施

工綴 )に上る｡

○支承は上部構造の形式 ･規模により次のような使い分け

をする｡ ｢表-331, 332｣

上部構造形式 支間 拝 聴

:コ二/クリIト揺 ホロースラブ橋 30 ゴ ム 沓 A

ラ ー メ ン 橋 30 コンクリートヒ / チ a

箱 桁 橋 40 支東板支桑 C

T桁 .下 路 凍 30 ゴ ム 沓 A

9FI徳

Ⅰ桁,H型桁.C型橋 30 線 支 桑 E

ラ ー メ / 橋 25 ど/支桑沓 F

｢表-331J

O主桁が特殊をものにつV}てはr図-335.Jによる方法

で設置計画するo

o支東か くLは原則としてつけない｡

■ 支 最 の 使 用 区 分 (寡)

榛 名 種 別 榛 名 種 別 榛 名 種 別

A- 1 C C- 5∫-6 AAAA C-39∫-40 C

I-2 C AAAA

〟-4〟 - 5 AA ∫- 7〟-8 〟-41〟-42

〟-6〟 - 7 A 〟-9 E 〟-43〟-10 A 〟-44 A

a- 1〟 - 2 A.一B 〟-llJ,-1ニ C冗 〟-45〟-46〟-47∫-48∫-49 A.BA

〟-3 ∫-14 E.ド A

∫-4〟- 5 ∫-15■-1fl AA AC

∫-6∫-7I-8 A-らA I-17∈二プ 8 E/旦ノ ∫-50I-51 AA

∫-19 E ∫-52 A

∫-9〟-10〟-ll ∫-20I-21〟-25 AA ∫-53 A

D- 1 C

〟-13 ⊂≡F ち 〟 - 2〟 - 3〟-4 A.BA

〟-14〟-15 A 〟-32 E ち
N -34 A 〟 - 5 A

C- 1 A 〟-35 A 〟- 6p-7 A

鍋 トラス･橋 (フィーt//ディーール)

(橋台巾を拡げた例 )

｢表-332｣

■ 支 承 取 付 例

舗C型桁棟 pc下路 橋

(支森を横桁上に取付けた例 )

r7

｢図-33_5｣

スル~タイプ橋比構造上

主桁側端が橋台巾と-致

するoそのため支乗の取

付は内側の端横桁かある

いは橋台巾を拡げるなど

の方策をこうじる必要が

ある｡



15) 照 明

o照明は橋詰に設置するのを原則とするo

o照度比危険度の高い所 (階段,斜路,出入口.橋詰等 )

で平均 201Ⅹ程度 とし,その他は平均照匿 10-151x程

匿 とするo

o民地境の光のカットに留意する｡

Oその他照明設置につV}ては,横浜市道路局の ｢道路照明

施設設置基準｣に準ずる｡
照明灯I-｢ 1i 一ヽ 一点受住宅照 明 灯｢

､ ノヽ l i Y ' /

J▲iL J T .-I
-,A_ bド

一般住毛 トド I∫∫ 1 -般住宅

■ 照 明 灯 設 置 例

｢図-336｣

o橋詰付近の照明灯は下記のどちらか一方につけるのを原則とするo

どちらか一方に設置
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(6)伸縮装置

o伸縮装置の適用は道路協会伸縮装置便覧に準じるo

oこの計画ではRC.PC,メタル比桁長が 10れ - 707n

であるので伸崩装置は伸縮長による｡

o突き合せ (役付 )は桁長p-5007n未満の歩専穂に適

用するo

oゴムジョイントは桁長に上らず車道稀に通用する.

Oゴムジョイ/トは取替の可能を耕道 とする｡

o歩専横 の側溝 のつく仲崩装置の取付は r図-338｣の

エうに設置する｡

Oこの計画では梼長が最大で 707Rで比較的′ト支間であb

伸給鉦が′トさいので鋼製型式は用いない.

ロ 伸 縮 装 置 の 使 用 区 分

穣 名 種 別 橋 名 種 別 橋 名 種 別

A- 1〟- 2 A.B C- 5 AAAAAA C-39 A

A .ら I- 67 〟-40 A

∫- 4〟- 5∫- 6∫- 7 A .BA .B ∫- 8 ,-41∫-42∫-43∫-44 AA

9

A .ち ∫-10 AA

ち- 1∫- 2∫- 3I- 4 ∫-ll A ∫-45∫-46∫-47∫-48 A∫-12∫-14∫-15 AAA AAA

∫- 5∫- 6,- 7◆- 8〟- 9〟-10◆-ll〟-13 A .BA .ちA.ち ∫-16宅:8 AAAA 〟-49∫-50 AA

〟-51∫-52 AA

〟-20〟-21〟-25 AAA 〟-53 AD- 1〟- 2 AA

〟-31-32 A 〟- 3〟- 4〟- 5〟- 6〟- 7 A

14〟-15 A-B 〟〟-34 AA AA

｢表-333｣

■ 伸 縮 継 手 端 部 処 理 案

歩 専 横

/-ル材
一 般 道 路 橋

(訓 中編装置

･-Jt材

｢図一338｣
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■ 伸 縮 握 手 参 考 例

④ 突 き合せ (後付け )

⑧ ゴムジョイント

｢匡卜 337｣
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17) 粍 附 版

o適用条件

･橋台等の取付部を盛土が高い場合,又は軟弱地盤上に盛

土する場合｡

･設置する道路は都市計画道路以上とし,その他につL̂て

は取イ寸部の締め固めを十分行ない,原則として設置しな

い.

･設置する場合に壮下表を参考にするO

施設トン5! ,,J=.盗塁 盤の塩9材め■ ■ I9P J_の丑 ロ式 弗 護持等施設内 もしくはその前後各 500丘か 上LF

音 速 他 出 故 窮地 鼓

p-Mや七七 左tE以外の材料 全ての材料 トンネ ,̂の前柱各 500n円の区牧rlもふ旋台
とCEEに上って也化し世ハもの

Tl己以外の也式 61未ホ 投tしなレ､(甘■しない ) 5t 57 S( 8) al も)

6n以_上12れ東沖 5( 5一. 5( 5) 8( 8) 8t Bー

12れ以上 8( 5l 81 57 81 8) 8( 87

中抜 き 6t兼ホ 5t S) 5L 5) At 8ー 8( 81

注l 故事はW 版の長弓,ただし.カッコの72いものは設計連OE80h/≠以上の塊

合に.カッコの与るものは設計遠ZE.80小 束沸の場合托それぞれ適用する｡

(B木道路公En設計辛憐?,2集上り)

r表-334｣



(8) 橋名板及び揺歴板

o橋は全て橋名板,橋歴板を取付けるのを原則とするo

o橋名硬は親柱に埋込むのを原則とし,親柱のない場合は

高欄に取付け,容易に取れないように十分に配慮するo

o揺歴板は主桁に取付けるのを原則とする｡

o橋名板 の形状は｢図-3312｣に示す｡

o文字は横啓を原則とするo

o橋名板の巻き方は読み方が ｢△△ばし｣でも榛名板 には

すべて ｢△△仕し｣と着 く｡

｡橋歴坂は道路橋示方番(I)を参考にすることo

T 橋 名 板 の設 置 図

1 親柱のある場合

2. 親柱のない場合

橋名板は高欄等に取付ける

｢図-3311｣

J 橋 名栃 の寸 法 (最小寸法 )

320

∴=二 二~ =

巴= ｢-r r 一 十 ｢

材質 :ニ プケ ,̂ブ ロンズ

文字は浮き出し(5M )

r図-3.312.J
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3-3-2 周辺附帯物

(‖ 斜 路

o斜路勾配は原則として 12多以下とするo

o地頭巾は原則として巾30cm,高さ10C7h,転落防止柵は

路面 より127Aとする｡

o橋梁の地疎と連続 している場合の地複巾は 40cmとするo

orr]員は 157n以上とする｡

o横断勾配は原則として 2帝の両折れとし,巾鼻のせせい

場合は片勾配 とする｡

○舗装はすべ り止めを考慮すること｡

(2)階 段

o階段の踏み巾及びけあげ高は,それぞれ 30C7n以上,15

cm以下を標準とするo

o排水のため階段の両側に排水鞘を設け,さらに踏み面に

1/30程度の勾配をつけるo

o階段の地頭巾は30cmとし,地覆高は 10C7Rとする｡

○階段の高欄高は路面より120mの高さとするo

o高さが 30mをこえる場合には途中に踊 り場を設ける.

o階段 .踊 り場には手す りを設ける｡高さは路 面 より80

-85cmの高さとする｡

○踊 り場の踏み巾は階段形状に関係なくT≧ 157TLとする｡

0707n以上の高低差のある階段は,307TL以上の踊 り場

を1ヶ所設ける｡



13) 擁 壁

O擁壁基礎は道路用地内にかさめること｡ =

02蛋擁壁になる場合には宅地規制法の技術基準に注意す

る ことo t2I

o隣接基礎又は用地境界との関係で標準的な基礎が設置で

きない場合は特殊擁壁を考える. (3)

) A｢

AJ 『

CJ
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3-3-3 埋 設 物

o占用物敷設計画において,注意を賓する箇所壮下記の3

箇所である｡

1 棟梁部占用物添加箇所

之 カJL,メ-トを占用する埋設物設定箇所

3 7ブローチ,階段を占用する埋設物設置箇所

o占用物象設時期は,下部工施工時期も考慮の上,施工計

画を行なうこと｡

○○ ⊂コ ○○
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3-4 示 万 富 ･基準 等

o設計荷重により示方香を使い分けること｡

設計荷重

W- 350k9/7TLl 立体横断施設設置基準

TL-14,TL-20 道路橋示方番

(I,D,班,Ⅳ,V )

O上記の示方啓等によって設計計算を行なうこと｡

o立体横断施設設駐基準に掲載されていない項 ElにつVlて

は,道路橋示方啓に則ること｡

○附帯構造物 ,石塀等については 適宜,指針 .示方審 ･基

準等を用いること｡

示 方 筈 . 基 準 等

名 称 発 行 者 名 称 発 行 者

道路橋示方手 .同解説 道 路 協 会土 木 学 会 宅地規制法技術基準 建 設 省

共通箭l 鋼橋編n 道路照明施設設置基准 横浜市道路局港 北 辞 発 局〟〟

道路占用許可基準

下部構造箭Ⅳ 宅地造成設計指針

耐袈設吉十編Ⅴ p 標準図

立体横断施設設値基准 道路標準構造図

道 路 構 造 令道路橋伸縮装置便覧道路橋支柔便覧防讃柵設置要綱7スフ丁ル ト舗装要綱プレストレストコンクリート標準示方flutコンク1)- ト標準示方怒 道路設 計 指 針
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